
 
 

※学年だよりで使用されている写真や作品の SNS等への掲載はご遠慮ください。 

 

テストまで残りわずか…… 
期末考査まで残り一週間をきりました。今回の期末考査は、２つの言葉を意識して取り組ん

でほしいと思います。それは、『折り返し』と『１年後』です。 

『折り返し』は、何度も言っている中学校の折り返しという意味です。つまり、１年半積み

上げた経験を生かす絶好の時です。うまくいった時の自分、反省した時の自分をもう一度思い

出し、今の自分のベストを出せるようにしてください。『１年後』は、進路を意識するという

意味です。ちょうど１年後の期末考査は、進学先に関わる大事なものになります。“これから

１年間の過ごし方で自分の道が決まる”という未来をイメージしても良い時期だと思います。

自分の行きたい道を自分の力で切り拓く学年になってください。応援しています。 

道徳の授業 ～富岡製糸場と妙義神社～ 

先月の道徳の授業を紹介します。教材『尾高惇忠が目指した富岡製糸場』主題名『強い意

志』に取り組みました。今回の舞台は、明治 5年（１８７２年）に設立された群馬県富岡市

にある“富岡製糸場”。世界文化遺産にも登録され、社会科の教科書にも必ず載っている有名

な工場です。また、もう一つ重要な場所として“妙義神社”が登場しました。ここは、世界中

で大ヒットした『鬼滅の刃』のモデルにもなったとも言われています。 

～あらすじ～ 

富岡製糸場の建設責任者に選ばれた“尾高惇忠（おだかあつた

だ）”。尾高たちは、建設にあたり乗り越えなければならない問

題があった。それは、建築に必要な材料。尾高たちは材料を探し

回り、群馬県内の妙義神社に管理されている樹齢５００年の巨大

な杉の木に出会った。しかし、この巨木は『妙義の山は神様が住

んでいる神聖な山』『古杉の木々はお天狗様のすみ家』『お天狗

様に守られている妙義の村々』など、昔からの言い伝えで村の人から大事に守られてきたものだっ

た。そのため、村の人々から強い反対を受けた。 

それでも尾高は、日本の未来のために製糸場の必要性を理解してもらおうと諦めなかった。何度

も何度も足を運び、強い意志を必死に訴え続け、その信念は決して揺らぐことはなかった。その行

動は、ついに村の総代や村の人の心を動かし、日本初の大規模な製糸工場の完成へと繋がった。 

生徒たちには、「尾高や村人の気持ち」「自分自身が相手を説得したいと思うときに、一番

大切なこと」について考えてもらいました。生徒たちの感想には『誠実さ』『粘り強さ』『継

続性』など言葉が多く書かれていました。 
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English Festa 
先週１０月３１日木曜日に『イングリッシュフェスタ』が

開催されました。６名のALT が来校し、各クラス２時間ず

つ英語を使った特別な授業が行われました。生徒たちに課せ

られた３つのミッションについて紹介します。 

 

～Bean Toss～ 

床に置かれた季節のカードを狙って“お手玉”を投

げ、見事お手玉が乗ったカードは裏返すことができま

す。裏面にはその季節に関する質問が書かれていて、そ

の問題に答えることができた人はオリジナルのドル札を

ゲットすることができます。答えた順番や難易度によっ

て、もらえる枚数が変化します。 

Question What do you eat in autumn?  Answer Sweet potato. 

～Hint game～ 

 ALT が提示した“ヒント”が何を表しているのか当て

るゲームです。最初に３つのヒントが提示されているパ

ターンや１つずつヒントが増えていくパターンがありま

した。ヒントの数が少ないほど報酬がアップします。ま

た、後半はチームごとにお題のヒントを考えて、問題を

出し合いました。 

 Hint ①Fruits ②Sweet ③Yellow ④Indian Restaurant     Answer Mango 

～Money Drop～ 

 2 つのゲームで集めたお金を掛け金として、4択のクイ

ズにチャレンジします。A・B・C・Dの選択肢の中から

自分が正解だと思った場所にお金をかけていきます。見事

正解だった場合はお金を貰うことができますが、残念なが

ら間違えてしまった場合は没収されてしまいます……。 

 

 Question What country has a red circle on a white flag ? 

Answer  A-South Korea  B-China  C-Thailand   D-Japan 

どのクラスも英語が好きな生徒や苦手な生徒がいますが、この日の授業は英語と笑い声が絶

えませんでした。今まで学んできた“英語力”を生かして、オリジナルのドル札を必死に集め

る姿は、見ていてとても気持ちがよいものでした。また、英語の文法や発音だけではなく、

“伝えようとする気持ち”が何よりも大切なことに気づかされた時間となりました。 

Please continue to communicate without fear of failure. 


